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第１学年 生活科学習指導案 

指導者  

１  単元名 

～○○っ子ほうじょうやをひらこう～ 
あきのものでたのしくあそぼう！  

２ 指導観 

 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

  
 
 
 
 

こんな子どもたちだから 
○ 子どもたちは，春と夏に舞鶴公園に行き，楽しく遊び，自然とかかわりながら遊ぶことの楽しさに気

付いている。秋の過ごし方に関するアンケートからは，子どもたちは，「秋は好きである」と 72％が感
じているが，「秋のもので遊んだことがある」は 57％で，「何とか工夫して楽しく遊びたい」という気
持ちをもっている。                              （意欲・関心） 

○ 見たことや分かったこと，気付いたことなどを絵や文に表現し，それをもとに友達や教師に話し，

聴き合うことができるようになってきている。                    （学び方） 
○ 季節の変化を感じたり，自然のものに興味をもって，見たり触れたりして，それを生かして，みん

なで遊ぶ楽しさに気付いてきている。                        （気付き）                    

こんな手立てで（方法） 
○つかむ段階では 

１学期舞鶴公園に行っ 

たことを想起させ，どん 

な様子だったかを話し合 

う。今の通学路や運動場 

の様子などを見て，身の 

回りの秋の自然に目を向けさせる。舞鶴公園

へ行って，気付いたことを出し合い，活動へ

の見通しと意欲をもつ。 

○さぐる段階では 

 持ち帰った秋のもので，友達と作ったり遊

んだりして，さらに楽しいものになるように

工夫する聴き合い活動を設定する。 

・今までの自分の作ったものと比べて，友達

の気付きを受け入れるよさに気付く。身近な

秋のもので，遊ぶものを作る楽しさに気付く。 

○あらわす段階では  
 放生会スケッチ会を想起して，秋のもので作

ったもので，園児と一緒に遊ぶ計画を立てる。

友達と遊び方の工夫を聴き合い，赤坂っ子ほ

うじょうやを開いて，園児に進んでかかわる。

一緒に楽しく遊ぶ活動を通して，秋のもので

遊ぶ楽しさや秋のよさや自然のすばらしさに

気付く。これまでの学習を振り返って，ポー

トフォリオ評価をする。 

 

 
目指す子どもの姿 
◎ 季節の変化に関心をもち，自ら課題をつかんで意欲的に活動して，秋の自然のよさを感じながら楽し
く遊ぼうとすることができる。                          （意欲・関心）   
◎ 秋のものを使って遊びに使うものを作ったり，気付いたことを絵や文に表現したりして，遊び方の工

夫を聴き合うことができる。                            （学び方）  
◎ 日常生活において自然とかかわりを深め，聴き合いを通して秋のよさや季節の変化を感じ，遊びや生
活を工夫する楽しさに気付くことができる。                     （気付き）   

こんな教材を使って 

○単元のねらい 

本単元は，「秋の自然で遊んだり，製作を楽

しんだりしていく中で，季節の変化や秋のよさ

に気付くこと」や「日頃からかかわっている園

児と作ったものを使って遊び，交流を深めるこ

と」をねらいとしている。 

○学習指導要領への意義 
舞鶴公園に行き，思いきり遊んだり，秋のも

のを探し，それを使って，友達と一緒に作った

り，園児と一緒に遊んだりすることで，秋の自

然を取り入れて遊ぶ楽しさや秋の自然のよさ

や季節の変化に気付かせる。このような教材を

取り上げることは，四季の変化や季節によって

生活の様子が変わることに気付き，自分の生活

を工夫したり楽しくしたり，遊びを工夫し，み

んなで遊びを楽しんだりできるという上で価

値高いと考える。 
○テーマへの意義 
子どもたちにとって，秋の自然に触れ，自分

なりの感じ方を大切にしながら，秋のもので作

ったものの遊び方を工夫し，ミニなかよしタイ

ムでかかわっている園児と放生会スケッチ会

を想起して，「赤坂っ子ほうじょうや」で遊ぶ

ことは，知的な気付きを深め，身近な対象にか

かわる力を育て，豊かな学びをつくる上で意義

深いと考える。 

 

園児と先生 
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３ 単元カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活科部テーマ 
いきいきと表現し，身近な対象にかかわる力を育てる生活科学習 

(①技能的側面) (②心情的側面) 
 

(③経験的側面) 

 

〜
な
つ
を
す
ず
し
く
す
ご
す
ふ
う
り
ん
を
つ
く
ろ
う
〜 

あ
め
の
ひ
を
た
の
し
く
す
ご
そ
う 

○ 

雨
の
日
を
楽
し
く
過
ご
す
カ
ッ
パ
や
夏
を
涼
し
く
過
ご
す
風
鈴
を
作
り
、
遊
び
方
の
工
夫
に
つ
い 

て
気
付
き
を
深
め
る
聴
き
合
い
活
動 

前単元 

○主な聴き合い活動 
身近な秋の自然の様子を聴

き合い，学習問題「あきのもの

をつかって，あそぶものをつく

り，みんなでたのしくあそぼ

う！」をとらえる。 
秋のもので遊ぶ物を作り，園

児との遊び方の工夫を聴き合

い，自然のもので遊びを工夫す

る楽しさや秋の自然のよさに

ついて知的な気付きを広げて

いる。 

〜
も
う
す
ぐ
二
年
生
だ
よ
〜
じ
ぶ
ん
と
な
か
よ
く
な
ろ
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し
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分
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て
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気
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き
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め
る
聴
き
合
い
活
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次単元 

○主なポートフォリオ評価 
学習を振り返って，分かった

ことや友達の気付きのよさに

ついて自己評価カードに記入

する。自分が作ったものの様子

が分かるように，設計図や写真

の形でポートフォリオにまと

める。学習を振り返り，成長し

た自分について知的な気付き

を広げている。 
 

～赤坂っ子ほうじょうやをひらこう～あきのものでたのしくあそぼう！

の単元での見方 
・ 自分や友達の作品をよく見る。 
・ 同質のものと異質のものを分けて見る。 
・ 友達の作品と自分の作品のよさをを比べて見る。 

学習前の３つの側面の実態 
① 技能的側面 遊びの中で葉や木の枝をハサミで切ったり，画用紙に  

のりで貼ったりする経験は少ない。 
② 心情的側面 季節の変化に気付くまでにはいたっていない。園児との             

交流をとても楽しみにしている。 
③ 経験的側面 １学期の春と夏の２回，舞鶴公園に行ったり，自然と触  

れ合ったりする活動を行った。園児との交流でミニなかよ

しタイムを３回行っている。 

資料①：のりやはさ

みを使って 
資料③：園児に風鈴 

をプレゼント 資料④：6年生と舞鶴公園
に行った経験 

資料⑤：ミニなかよし 
タイムの経験 

 のりやはさ

みをつかって，

風鈴を作るこ

とができたよ。 

 カッパを着て遊びたいので，

雨の日を楽しみに待っている

よ。幼稚園のお友達と少しずつ

仲良くなってきたな。次に会う

のがとても楽しみだよ。 

資料②：雨の日に

外遊び 
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４ 指導計画  (計１９時間)  

段

階 主な学習活動と内容 評価規準と子どもの姿 
◇＝評価規準 ・＝意識 

指導上の留意点と評価方法 
○＝留意点 ◆＝評価方法 

配

時 

つ 

か 

む 

さ 

ぐ 

る 

１ 身近な対象と出会い，学習

問題をつくる。 

(1) 春や夏に行った舞鶴公
園はどんな様子だったか

振り返り，通学路や運動場

から秋を見付ける。 
(2) 舞鶴公園に秋を探しに
行き，自然と触れ合いなが

ら遊ぶ。 

(3) 舞鶴公園で見付けたこ
とや気付いたことを発見

カードに書き，自分の思い

や願いをもつ。 
(4) 秋のもので楽しく遊ぶ
方法を考え，学習問題をつ

くる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 見付けてきた秋のもので

作ったり，遊んだりする。 

(1) 自分が作ってみたいも
のを作って遊ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(2) それぞれが作ったもの
で遊んでみて，友達と一緒

に遊んでみたいものを考

え，作る計画を立てる。 

◇春や夏の舞鶴公園の様子

を想起している。 
・春は桜の花びらをみつけた

ね。 

・雨の日はカッパを着て遊ん

で，楽しかったね。 

・ドングリが落ちていたよ。 
 
 
◇舞鶴公園の秋の様子や季

節の変化に気付いている。 
・葉っぱが前は緑色だったの

に，赤色や黄色になってい

て，不思議だね。 
・いろいろな形のドングリが

あっておもしろいね。 
・ドングリが木の下に落ちて

いたから，発見カードに書こ

う。 
 
 
 
 
 
 
 
◇秋の自然のものを使って，

素材の特徴を生かして，いろ

いろなものを作ることがで

きることや作る楽しさに気

付いている。 
・ぼくは，幼稚園の時に作っ

たドングリゴマを作りたい。

な。 
 
 
 
 
 
・ドングリめいろは，一緒に

遊ぶと楽しそうだから，作っ

てみたいな。 

○通学路や運動場の様子を

見て，以前と変わっていると

ころを自由に出させる。 
《支援①②》 

◆学習プリント・発言分析 
 
 
 
 
○春や夏の様子と比較して

考えることができるように，

子どもたちに問いかけなが

ら探検する。 《支援①③》 
◆活動の様子の観察 
 
○探検して気付いたことを

マップに貼らせるようにす

る。          《支援②⑧》 
◆発言分析・ポートフォリオ

分析 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
○作りやすいように拾って

きた物や必要な材料や道具

を豊富に用意し，自由に選べ

るようにし，道具については

使い方に注意させ，指導を行

う。      《支援⑦⑧》 
◆活動の様子の観察 
 
 
 
○みんなで遊ぶことを通し

て，友達と一緒にやってみて

楽しかったものを考えさせ

る。     《支援①⑤》 
◆発言分析 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

交流活動① 
●全体 
・対象と出会い，思いや願

いをもつ聴き合い活動 
学習問題：あきのものをつかって，あそぶものをつくり， 
     みんなでたのしくあそぼう！ 

<作品例> 

→おもちゃ…マラカス でんでん太鼓 ケン玉 など 

→かざり…マツカサツリ 冠 お面 写真立て など 

→ゲーム…ドングリゴマ ドングリめいろ など 
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さ 

ぐ 

る 
 
 

あ 

ら 

わ 

す 

(3)  友達と一緒に遊びなが
ら工夫して，遊ぶものを作

る。 
  
 
 
 
 
 

(4)  一緒に，遊んだりやって
みたりして，より楽しくな

るように遊び方を工夫す

る。 

３ 秋のもので作った作品で

園児と一緒に遊ぶ。 

(1)  園児と一緒に遊ぶ計画
を立て，遊ぶものを見直し

たり，付け加えたりする。 
 
 
 

 
 
(2)  お店を盛り上げるため
に場づくりをしたり，園児

と楽しく遊ぶ方法を考えた

りする。 
 

(3)  友達と聴き合い，「○○
っ子ほうじょうや」を開い

て，園児と一緒に楽しく遊

ぶ。 

 

 

 

 

 

４ 単元全体を振り返る。 

○ 公園で遊んだことや落 

ち葉や木の実を使って友

達や園児と楽しんだこと

をまとめる。  

 

◇友達と一緒に遊びながら，

作り方を工夫している。 
・ぼくは，ドングリゴマを作

ろう。 
・うまく回らないな。どうし

たらいいかな。よく回ってい

る友達に聴いてみよう。 
 
◇友達と聴き合い，遊んでみ

て，遊び方を工夫している。 
・スタートとゴールを決めよ

う。 
・さかなつりやさんのように

得点を付けて，競争すると楽

しいね。 
 
 
 
◇園児のことを考えて，遊び

方や作り方を工夫している。 
・ミニなかよしで遊んでいる

幼稚園のお友達に来てもら

って一緒に作ったもので遊

びたいね。 
・放生会スケッチ会で見たよ

うなお店にしたいね。 
・ルールを分かりやすくした

ほうがいいね。 
◇意欲的に「○○っ子ほうじ

ょうや」の準備をしている。 
・分かりやすくルールを話せ

るように，練習しよう。 
 
◇園児に進んでかかわり，分

かりやすくルールを教え，楽

しく遊んでいる。 
・どの遊びをしたいのか聞い

てみよう。 
 
 
 
◇秋のよさやいろいろな遊

びができることに気付いて

いる。 
・秋のものでいろいろな遊び

ができて，秋っておもしろい

な。 

○友達同士で見合って，作る

ことができるように，いいと

ころをほめたり，問いかけた

りする。   《支援①②》 
◆活動の様子の観察 
 
○遊び方を工夫できるよう

に聴き合い活動を設定し，そ

のよさを取り入れて工夫で

きるようにする。 
《支援⑦⑧》 

◆活動の様子の観察・ポート

フォリオ・フリップ分析 
 
 
 
 
 
 
○園児と一緒に楽しく遊ぶ

ために，ルールを工夫した

り，作ったものを見直させた

りする。    《支援⑥》 
◆活動の様子の観察 
 
 
 
 
○園児のことを考えながら，

どんな場にしたらいいか，遊

び方が分かりやすいか考え

て準備させる。 《支援②⑤》 
◆活動の様子の観察 
○園児と一緒に楽しく遊べ

るように広めの場を設定す

る。      《支援⑦》 
◆活動の様子の観察・自己評

価カード分析 
 
 
 
 
 
○秋のもので作ったり遊ん

だりした楽しさを友達と話

し合い，まとめさせる。 
《支援②③》 

◆ポートフォリオ分析 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
１

本

時 
 
 
 
 
 
 
１ 

交流活動② 
●同質グループ 
・体験活動を通して，思

いや願いを広げる聴き合

い活動 

交流活動③ 
●異質グループ 
・様々な見方を通して知

的な気付きを深める聴き

合い活動 

<遊び方の工夫の例> 

・得点を付ける 

・時間を決める 

 ・やりやすくする 

 ・障害物を作る 

赤坂っ子ほうじょうやを

ひらこう。 

<お店の内容の例> 

けんだまやさん 
ドングリめいろやさん 
まとあてやさん 
どんぐりごまやさん 
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５ 本時        

秋の自然を取り入れて作った遊ぶものや遊び方の工夫を友達と聴き合うことを通して，「○○っ子ほうじ

ょうや」で，園児と一緒に楽しく遊び，気付きを深める場面 

                                          （１８／１９） 

６  本時の目標 

○秋の自然を取り入れて作った遊ぶものや遊び方の工夫をし，秋のよさや秋のもので遊ぶ楽しさへの気付

きを深めることができる。                          （学習指導要領から）                            

○友達と聴き合うことを通して，自分なりの感じ方を大切にしながら，園児とかかわって一緒に楽しく遊

ぶことができる。                                 （テーマから）                        

７ 本時の授業仮説 

    

 

８  本時指導の考え方 

○本時のねらい 

本時は，秋の自然を取り入れて作ったものについて友達と遊ぶものや遊び方の工夫について聴き合い

をして，「○○っ子ほうじょうや」を開いて，園児と遊ぶことで，秋のよさや秋のもので遊ぶ楽しさへ

の気付きを深めることをねらいとしている。 

前時までに子どもたちは，秋の自然の様子に気付いたり，自然と触れ合い，友達と楽しみながら作っ

たり遊んだりし，より楽しく遊ぼうと遊び方を工夫したりしている。また，ミニなかよしタイムで交流

している園児に親しみをもっていて，一緒に作ったもので遊びたいという意欲を高めてきている。その

ために，図工で行った「放生会スケッチ会」を想起し，お店を盛り上げるために場づくりをしたり，園

児と楽しく遊ぶためにルールを考えたりしている。 

○交流活動の工夫について 

秋のもので作ったものを見せて，園児と一緒に遊ぶための遊び方の工夫を話す交流活動を行う。聴き

合う時には，「確かめ」や「質問」をすることを子どもとともに確認している。その子の考えを尊重し

ながら，「友達の遊び方の工夫のよさ」に着目させ，「○○っ子ほうじょうや」への意欲を高めたい。そ

のことを生かして，園児とかかわり，楽しく秋のもので遊ぶ活動を行いたい。 

○評価活動の工夫について 

前時までの体験を通した考えや毎時間ごとの自己評価カードを入れているポートフォリオを，本時場

面においても振り返りながら活用する。ポートフォリオを見せながら，本時での聴き合い活動をして，

「○○っ子ほうじょうや」への意欲をもたせる。学習の最後には，「○○っ子ほうじょうや」を振り返り，

ポートフォリオを開いて，前時までの考えと比べながら，自己評価カードに記入して，自分の成長に気

付いていくようにする。 

  ・規準に満たない子への支援 

園児にうまくかかわることができない子どもには，今までのなかよしタイムやミニなかよしタイムの

活動を想起させ，かかわりをうながしていく。秋のよさを感じることができるように，遊び方の工夫と

つなげて認めたり，賞賛したりして自信をもたせるような声かけをしていきたい。 

 

９  準備 

舞鶴公園の写真，これまでの園児との交流の写真，作ったもの，修理コーナー，ポートフォリオ，自己

評価カード，机，椅子など 

 

 

 

 

秋を楽しく過ごすために，遊ぶものの工夫や遊び方の工夫について聴き合い活動を設定し，園児とかか

わりながら遊び，自分の活動を振り返るポートフォリオ評価を行えば，秋のよさや秋のもので遊ぶ楽しさ

への気付きを深めることができる子どもが育つであろう。   
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１０ 本時の展開 

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料 
基準Ａ 基準Ｂ １ これまでの学習を振り返り，本

時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 
 

 

２ 自分が作ったものについて，園

児との遊ぶものや遊び方の工夫に

ついて聴き合い活動をする。 

 ○ 作ったものを友達に見せなが

ら，聴き合う。 

 

３ 聴き合いをもとに「○○っ子ほ

うじょうや」を開く。 

(1)  園児を迎え，お店屋さんにな
ったり，案内したりして一緒に

楽しく遊ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 挨拶をして，園児を見送る。 
  ○ 園児からの感想を聴く。 

  ○ 幼稚園の先生の話を聴く。 

 

４ 本時のまとめをする。 

 (1) 「○○っ子ほうじょうや」を
して頑張ったことを発表する。 

(2)  ポートフォリオを振り返りな
がら，自己評価カードに記入し，

発表させる。 

       

 

 

 

 

 

５ 次時の学習を知る。 

○前時までを振り返

り，本時めあてを確認

し，学習の見通しがも

てるようにする。 
 
 
 
 
○遊び方の工夫を広

げ，賞賛することで，

「○○っ子ほうじょう

や」をする意欲や自信

がもてるようにする。 
 
 
 
 
○園児が安心して遊べ

るように，お店やさん

と案内する人に分かれ

て，進んでかかわるよ

うにする。 
 
 
 
 
○頑張ったことを明確

にしたり，つながりを

大切にしたりするため

に園児と幼稚園の先生

から話をしてもらうよ

うにする。 
 
○前時のポートフォリ

オと比べながら，頑張

ったところを自己評価

カードに記入させ，発

表させる。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
・大きな声で，

ポートフォリ

オや作った作

品を指さしな

がら工夫点を

発表している。 
 
 
 
・聴き合いをも

とに，自分から

進んで，思いを

聴きながら，園

児にかかわっ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・園児とかかわ

りながら，二つ

以上の点から

秋のよさや秋

のもので遊ぶ

楽しさに気付

いている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
・大きな声でポ

ートフォリオ

を見せながら

工夫点を発表

している。 
 
 
 
 
・聴き合いをも

とに，自分から

進んで，園児に

かかわってい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・園児とかかわ

りながら，秋の

よさや秋のも

ので遊ぶこと

が楽しさに気

付いている。 
 

舞鶴公

園の写

真 
 
これま

での園

児との

交流の

写真 
 
 
作った

もの 
 
ポート

フォリ

オ 
 
 
 
 
修理コ

ーナー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポート

フォリ

オ 
 
自己評

価カー

ド 

 

 

本時のめあて： あそぶものやあそびかたのくふうをききあい，あかさかっこほうじょうやを 
ひらいて，ようちえんのおともだちとたのしくあそぼう！ 

<お店の内容> 

けんだまやさん 
ドングリめいろやさん 
まとあてやさん 
どんぐりごまやさん 
さかなつりやさん 
かざりやさん 

基準Ｂに達しない子への支援 
・園児のところに自分から行く

ようにうながしたり，お店に来

た園児と話すように声をかけ

たりする。 
 

基準Ｂに達しない子への支援 
・板書やこれまでの学習を振り

返ったりしながら，自己評価さ

せる。 
 

ようちえんのおともだちが，おみせにきてくれて，ど

んぐりごまであそんだときに，うまくまわらなかったの

で，おしえてあげました。よくまわってよろこんでくれ

てうれしかったです。また，いっしょにあそびたいです。 

・これまでの学習を振り返り，

本時の交流への意欲を高めて

いる。 


